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十勝平野断層帯中部の活構造

Active tectonics on the middle part of Tokachi-Plain Fault Zone, Hokkaido, Japan
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　北海道東部，十勝平野には，第四紀後期に形成された河岸段丘を変位させている可能性があるとされる活構
造が知られ，十勝平野断層帯（活断層研究会，1991），十勝平野活断層系（東郷・小野，1994）と呼ばれている．
十勝平野断層帯は，空中写真判読や地形測量により西落ちの逆断層群であると推定され（東郷・小野，1994；東郷，
2000），反射法地震探査や地形測量，簡易ボーリングにより，地下の撓曲構造・段丘礫層の変位の存在が指摘され
た（越後ほか，2000；越後ほか 2001）．しかし，変位基準となる段丘の形成年代や，断層帯の地形変位量，活動時
期，地下構造についての情報は未だ十分ではない．
　北海道では，文部科学省の平成 13 年度地震関係基礎調査交付金により，同断層帯の調査を開始した．ここで

は，地表踏査，地震探査，重力探査，ボーリング調査を行った十勝断層帯中部（旭断層，茂発茶断層，途別川断層）
について，その地形変位，地下構造に関して得られた新知見について報告する．
　旭断層は，南北走向で西落ちの撓曲地形を成す．鮮新統～下部更新統池田層は，この地域では水平に近い構

造を持つが，旭断層のリニアメント通過地点では 30～60 度の急傾斜を成す．また，芽登凝灰岩（900 ka～500ka）
が約 50m 以上撓曲していることが確認され，少なくとも 900 ka～500ka 以降もアクティブな構造であったと考えら
れる．
　旭断層付近には，河成段丘である T2，T3，T4，T5，T7，T9，T10 面，扇状地（T9 を覆う），および沖積層が分

布する．旭断層のリニアメント上では，2箇所（音更町長流枝内川左岸，音更町東旭）で河成段丘（T9 面）に撓曲
崖状の地形が形成されているが，それより新しい(T10)面には地形変位は認められない．長流枝内川左岸では T9
面（上帯広Ⅲ面相当）に比高 2m の低崖が認められる．T9 面の段丘礫層上位の泥炭および木片からはそれぞれ
13,360±110 yBP，13,520±80 yBP の補正 14C 年代が得られた．これから，T9 面形成以降の平均変位速度は，0.17 m
/ ka と見積もられ，B級下位の活動度を示す．一方，音更町東旭では，旭断層のリニアメントの南方延長に位置す
る T9 面および T9 面上にオンラップする扇状地に，比高 2m，西落ちで南北に延びる直線的な断層崖状の高まりが
認められる．この崖を挟んで東西に延びる延べ 6 孔の群列ボーリングを行った．その結果，崖から 30ｍ東で池田
層上面と段丘礫層下面の境界に 1m 前後の東上がり段差が存在し，直上から 11,110±50 yBP，10,710±40 yBP，
10,510±110 yBP の補正 14C 年代が得られた段丘礫層の層厚が 2m 前後厚くなっていること，崖の西側で段丘礫層上
位の腐植・シルト・砂層が削剥されている可能性があることが判明した．
　旭断層の南方延長である十勝川周辺の沖積低地で，浅層反射法地震探査を行った．測線長は 5.1km である．

地下の反射面は非常に緩く西に傾斜するが，測線西端から 3.9km 付近で幅 500m にわたって東に向かって急激に上
昇し，それ以東では再び非常に緩い西傾斜となる．この急傾斜部以東では，速度 2,000 m/s 以上の高速度部が出現
する．一方，測線の西端付近では，反射面の西傾斜がやや増大している．測線西端から 3.9km 付近の反射面急傾斜
部は旭断層の南方延長に，測点西端付近は途別川断層の北方延長に位置する．反射法地震探査と同測線で展開され
た重力探査でも，ゆるやか東上がりを示すブーゲー異常は，反射法地震探査測線西端から 4 km 付近に変曲点を持
ち，それ以東では傾きがやや急になる．旭断層は，十勝川付近の低地では伏在化し幕別丘陵北端付近まで，途別川
断層も従来の北限（幕別丘陵北西端）からさらに北方へ延長される可能性があろう．


